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ローマの信徒への手紙12章15節

予 定

日 曜 備 考

1 火 　　　休　園

2 水

3 木 　　　休　園

11 金

14 月

15 火

18 金

23 水 　　　休　園

28 月 　　園児のみ

29 火

歯みがき指導

8 火

22 火

年　少（あやめ組）

楽しく歌ったり、楽器遊びをしたりする。

簡単なルールのある遊びを楽しむ。

友だちと一緒に楽しむ。

身近な自然に触れ、季節の移り変わりを感じ
る。

わたしたちのために働いてくださっている方々
を知り、ありがとうの気持ちを持つ。

何かしてもらった時はありがとうが言える。

感謝祭の礼拝を心から行う。

たくさんの本や紙芝居に親しむ。

クリスマスはどんな日かを知る。

クリスマスの本を見たり歌を歌ったりする。

ねがい

豊かな秋の実りを喜び、神さまに感謝する。

　１１月誕生会

　横浜ＤeNAベイスターズ
　ベースボールアカデミー

アドヴェント礼拝　第1

両日とも9時30分集合
礼拝堂にて　感謝祭礼拝　(年長親子)

保育講演会　斉藤のぶみ先生

　感謝祭礼拝　(年中・年少親子)

11　月　の　予　定

共　感

秋の自然物に触れ、調べたり、試したり、食べたりして季節を感じ
る。

いろいろな人の働きに心をとめる。

喜ぶ人と喜び、泣く人と共に泣きなさい。

気持ちや考えを伝えあい、わかちあいながら友だちと過ごす。 パソコンやスマホが当たり前になり、メールやLINEを通し
ての会話が多くなりました。レストランでもそれぞれがスマ
ホを手に料理の写真だけを撮ってスマホを握りしめ、
会話がない光景もよく見られるようです。実際の会話やコ
ミュニケーションをとるのが苦手な若者が増えています。そ
のような心の潤いが乏しくなってきている現代において、今
月の聖書の言葉はとても大切なことを示していると思いま
す。
実際、「喜ぶ人と喜び、泣く人と共に泣く」ということは容
易なことではないでしょう。特に、自分も喜ぶことのできる
状況にある時ならばまだしも、自分は辛く悲しく、困難な状
況にある時に、他者の喜びを一緒に素直に喜ぶということは
とてもできないことではないでしょうか。
喜ぶ人と喜び、泣く人と共に泣いてくださったイエスさまに
倣い、他者と共感できる生き方ができるようにと願います。
また、「共感」することだけでなく、「共に生きる」ことが
大切だと思います。
「人」という字は1本では倒れますが、もう1本が支えて
「人」という字になります。支えあってこそ人であり、人の
間と書いて人間。私たちが一人では生きていけないというこ
とを示しています。
私たちは目に見えない偉大な方に支えられていることを忘れ
ず、イエスさまのことを思い起こして、他者へ目を向けつつ
関心を持ちたいと思います。関心を持つとは心を関わらせる
ということです。
 

予 定

文化の日

平成29年度入園受付

17日　　28日(全体)

勤労感謝の日

　歯科検診　　年中つくし組・年少あやめ組

英語で遊ぼう　　

　歯科検診　　年長もみじ組

アドヴェント礼拝　第1
クリスマス親子工作

年　長（もみじ組）

たくさんの本に親しむ。

わたしたちのまわりには、私たちのために働いて
くださっている方がたくさんいることを知る。

相手の意見を取り入れながら遊ぶ。

自分の意見を相手にわかるように伝える。

役割を持ってさまざまな活動に取り組む。

秋の自然に触れ、変化の美しさや不思議さに気づ
き、そこにある神さまの力を知る。

楽しく歌ったり、踊ったりする。

感謝の気持ちを持つ。

みんな一緒の楽しさを知る。

身近な自然に触れ、季節の移り変わりを感じる。

自然の恵みに感謝する。

わたしたちのために働いてくださっている方々を知
り、ありがとうの気持ちを持つ。

ありがとうが心から言える。

年　中（つくし組）

思い切りからだを動かして遊ぶ。

感謝祭の礼拝を心から行う。

神さまからの最大の贈り物イエスさまのお誕生を
どのように迎えるかを考える。

アドヴェントを迎えるためにどうするか考える。

クリスマスの本を見たり歌を歌ったりする。

感謝祭の礼拝を心から行う。

絵本やお話を読んで、喜んだり、関心を持ったりす
る。

たくさんの本や紙芝居に親しむ。

クリスマスはどんな日かを知る。

クリスマスの準備を少しずつ始める。


